
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「だし」を使った料理を家庭で

実践する課題を提示する。 

 

         30～70ｍｇ 

大豆：100g中グルタミン酸 

         70～80ｍｇ 

しいたけ：100g中グルタミン酸 

         1060ｍｇ 

     100g中グアニル酸 

         150ｍｇ 

〇だしは，単体より食材と一緒に煮

込むことによって，食材に含まれ

ているアミノ酸が抽出され，さら

に風味が増す。 

◎食材に含まれているアミノ酸は，

季節によって変動があり，旬の食

材を選択して選ぶことにより，さ

らに風味が増す。 

△だしは，食材と一緒に煮込むとお

いしい。 

 

５ 動画を見て，家庭で実践する。 

ことにも気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 動画は，Google Classroom

に投稿し，家庭で実践する際

に参考となるようにする。ま

た，「おくずかけ」について

も，参考調理例として投稿す

る。 

６ 本時の授業の振り返りをさせ

る。 

 

７ 次時の連絡をする。 

６ 本時の授業の振り返りをする。 

 

 

７ 次時の連絡を聞く。 

６ ワークシートに，今日の授

業で感じたことを，今後調べ

てみたいことを記入させる。 
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(ワークシート・発言) 

子どもの学びの事実をもとにした「大豆」を核とするカリキュラム・マネジメント 

19055  遠藤 宏紀 

キーワード：幼小接続 低学年教育 学びの基盤 生活科 カリキュラム・マネジメント 

概要 

年間を通じた探究題材として「大豆」に取り組んだ。６月から始まった大豆と子どもたちとの関わりや変

容の事実を基に「大豆」を核とするカリキュラム・マネジメントの原理と方法について述べたものである。

幼児期の学びを取り入れ，中学年以降の学びにつなげること，目の前にいる子どもの実態把握を行い，どの

ような資質・能力を培っていくのか「具体的な子どもの姿」を設定することの二点を基にカリキュラム・マ

ネジメントを行い，子どもの学びの事実から検証に取り組んだ。 

I   研究の目的・ねらい 

生活科は，学校教育における学びの基盤や人格形成を培う根幹となる教科であり，スタートカリキュラム

の柱となる教科でもある。「大豆」を核とした学びを通して，学習する子どもの視点に立ち，願いや思いに

寄り添い，人間の持っている五感を大切にしながら，身近な人々，社会及び自然等と直接関わり，自立し生

活を豊かにしていく低学年教育の実現ができると考えた。子どもの学びの事実をもとに，「大豆」を核とし

たカリキュラム・マネジメントの原理と方法を汎用的に示したいと考え，本研究テーマを設定した。 

II  研究の結果 

１ 授業づくりの視点 

（１）低学年教育の視点を踏まえた「具体的な子どもの姿」の設定 

学習指導要領改訂に伴い，幼稚園教育要領において「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が新たに明

記され，幼稚園や保育園，こども園の卒園までに育みたい資質・能力目標が設定された。そのため，「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」と各学校の学校教育目標，学習指導要領で整理された資質・能力と擦り

合わせながら，低学年で育成を目指す「具体的な子どもの姿」を設定することで，教員そして児童の双方が

幼児期の学びと中学年以降の学習との円滑な接続に向けて，目指すべき方向性を共有することができるよう

になる。学習する児童の視点に立ち，教育課程全体や各教科の学びを通して「何ができるようになるのか」

という観点から，育成すべき資質・能力を以下のように整理した。 

「具体的な子どもの姿」の把握 〜小学校低学年を例に挙げて〜 

学校教育目標           「体も心もたくましく，しかも，しなやかな子供」 

低学年における 

具体的な子供の姿 

 

なぜと考え， 

真実を追求する子供 

心の温かい， 

思いやりのある子供 

互いに力を合わせ， 

自主的に行動する子供 

生命を大切にし， 

体を鍛える子供 

知識及び技能 ・友達や先生の話を正し

く聞き取ることができる。 

・社会のルールを守り，

気持ちよく生活する。 

 

・約束を守り，安全に気

を付けて楽しく遊ぶことが

できる。 

思考力・判断力・表現力

等 

・自分なりの考えを持

ち，筋道を立てて考え，表

現する。 

・気持ちよい挨拶をし

て，みんなに明るく接する

ことができる。 

・なりたい自分を思い描き

ながら，目標をかなえるため

にチャレンジする。 

学びに向かう力・人間性

等 

・学習のきまりを守り，

主体的に取り組むことがで

きる。 

・友達と協力して，係やグル

ープの仕事に励むことができ

る。 

・進んで遊びや運動に参加し，

丈夫な体をつくることができる。 

授業やその他の教育活動の観察を通して，各学年の担任と，学年で育成すべき資質・能力について整理し

た。目指す資質・能力を育成するために「何を学ぶのか」という必要な指導内容を検討した。 

（２）学びのプロセスを生かし，気付きの質を高めるコンテンツの選定 

幼児期の学びは，未分化な学習を生かしながら同じ題材を繰り返し，発展的な学びを積み重ねていく。つ

まり，低学年教育においても幼児期の学習過程を取り入れ，発展させていくことがスタート・カリキュラム

の視点からも求められている。児童にとって既習経験があり，実生活で関わりの深いコンテンツを選択する

ことが未分化な学習を生かすために有効であると考えた。 

また，生活科の単元を構成する視点として「人・もの・こと」と関わる探究的な学びを核とすることが重

要である。①課題設定②情報の収集③整理・分析④まとめ・表現という探究のプロセスを年間通じて常に繰
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り返すことである。そのために，豊かな体験や価値ある経験との出合いを通して，児童とコンテンツとの関

わりを深め，より高い目的や価値と知識を結びつけていくことが求められる。そして，生活科の一授業を構

想していく上では，「INPUT（体験・気付き）」―「PROCESS（思考）」―「PRODUCT（手応え・気付き）」

の学習過程を大事にしていくとともに，「思いや願いを持つ」―「活動や体験をする」―「感じる・考え

る」―「表現・行為する」という児童の思考も大切になる。これらの学習過程を生かし，気付きの質を高め

る授業が生活科では求められている。 

幼児期の学びのプロセスを踏まえ，生活科の本質を追究することのできる魅力的なコンテンツを選択する

必要がある。 

 ２ 授業の実際 ―２年生活科「大きくなぁれ わたしのやさい」の実践を通してー 

第２学年で位置付けられている栽培単元において ，大豆の栽培から加工まで年間を通して学びを貫く実践に取り組んだ。

また，児童全員が幼児期や１年生で何らかの栽培経験があり，これまでの既習を活用しながら，栽培に繰り返し取り組める

ことから，未分化な学習を広げていく幼児期の学びのプロセスを低学年教育においても継続していくことができると考

えた。 

（１）児童に「学びの文脈」が生まれることを目指した授業実践 

●実践１―単元名 「大きくなぁれ わたしのやさい」〜広がる つながる もくせいファーム〜（F小学校 第２学年

１組） 

本単元の主なねらいは，大豆の栽培を通して，大豆の変化や生長の様子に関心をもって働き掛け，生育状

況に合った世話の仕方があることや生命をもっていること，生長していることに気付き，大豆への親しみを

もち，生き物を大切にすることができるようにすることである。 

大豆は，栽培から加工まで様々な事象が起こり，直接体験を通して働き掛けることができるだけでなく，

生活圏である地域の環境を生かす発展的な学びへと広げていくことができる素材である。子供は，栽培の中

で起こる様々な事象を通して，これまでの栽培経験を想起したり，本や図鑑で調べたりしながら，自分なり

の世話の仕方を考えていく。そして，友達の考えに触れたり，実際に行動することで見えてきた事実につい

て振り返ったりすることで，次第に大豆の成長や変化の様子に関心をもつようになり，子供自ら継続してか

かわることのできる学習活動を設定することができると考えた。 

○児童について 

子供は，これまでアサガオ等の栽培活動を通して，栽培や収穫の喜びを味わってきた。つるが伸びて隣の

友達のアサガオと絡まるなどした時には，その対策について真剣に考えを出し合い，解決していこうとする

姿が見られた。このように主体的な活動や体験の充実を通して気付いたことを共有し合い，自ら対象に働き

掛けられるようになってきている。しかし，これまで栽培してきたものは比較的育てやすく，子供の働き掛

けが少なくても生長するため，親しみをもつまでには至っていない実態も見られた。 

○単元で育つ・発揮される「問題解決力」の具体 

 
 

○指導に当たって 

まず，本単元の【見通す】段階で，「大豆の育ち方」について理解させることで，畑で起こっている事象

に気付き，生育状況を比較できるようにする。加えて収穫への思いを高めるために「加工して作りたいも

の」を絵で表現し，共有させる。また，給食に出てくる大豆食品について関心をもたせたり，大豆栽培の成

長過程や加工した食品を示した掲示をしたりすることで，収穫への期待を膨らませていく。 

次に，【学ぶ】段階では，雑草や大雨，虫害等の事象に基づいた世話の必要性に気付かせる。その際，観

察や世話で必要とする道具を子供と一緒に準備し，常に使えるように環境を整えておく。自分なりに働き掛

け，考えた世話に取り組ませ，自分の世話が有効であったかどうか，事実から実感させていくようにする。

大豆の栽培や観察を通して，大豆の生長に働き掛け，大豆の様子とともに自らの働き掛けについて
振り返ったり，共有したりする中で，収穫の意欲が高まり，大雨や雑草，虫害の中で大豆をどのよう
に育てるのかを自分なりに見いだしていく。 
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どうしても解決できない事象については，生産者と出合わせる機会を設定し，生産者の工夫，努力に触れた

り，教えてもらったことを実践しても結果が伴わず，試行錯誤したりする経験を通して，自らの大豆への働

き掛けについて見つめ直し，収穫に向けた気付きの質を高めていけるようにする。 

最後に，【生かす・広げる】段階では，大豆の栽培活動を通して学んだ成果や過程を歌や絵，劇等で表現

することで，これまで世話を続けることのできた自分について振り返り，達成感や満足感を改めて実感させ

る。また，収穫の喜びを学年全体で共有する機会を設定することで，「加工」への意欲を高めていくととも

に，「人」「もの」「こと」とより良い関係を築こうとした自らの成長を自覚できるようにする。 

○本時のねらい 

観察を通して，生長に対してより関心をもち，これから大豆が元気よく育つために必要な働き掛けについ

て気付くことができるようにする。 

○学習過程 

主な学習の流れ 予想される⼦供の姿（太字下線は焦点化したい⼿⽴てと関
連） 

指導上の配慮事項（※は，評価の観
点） 

１ ⼤⾖の⽣育状態を
観察し，問題に気付
かせる。 

○観察をして気付いた
ことはありますか。 

２ 本時の学習課題を
知る。 

 
 

３ ⾃分が⼯夫したい
ことについて取り組
む。 

○⼤⾖を（さらに）元
気にするために，み
んなができることは
何でしょうか。 

 
 
 
 

４ ⼤⾖が元気に育つ 
ために，必要なこと
に 

ついて共有する。 
◎これから⼤⾖をもっ

と元気よく育てるた
めに，あなたが⼀番
困っていることや知
りたいことは何です
か。 

 
 

・花がたくさん咲いたね。 
・先⽣が世話したから，元気に⽣

⻑した感じがするよ。 
・やっぱり⾍⾷いがあって，葉に

⾍が付いているね。 
・雑草が伸びてきたな。 
 

 
 
 
【⾍⾷い】 

・葉っぱに付いている⾍を⼿で取
ってあげよう。もしかして殺⾍
剤で⼀気に⾍を追い払うことも
必要かもしれないな。 
【⼟（硬さ／畝の⾼さ／⾬対

策）】 
・⼟が硬いし，まだ畝が低いから

柔らかい⼟を⼊れよう。 
【雑草】 

・雑草があると，栄養の取り合い
にもなってしまうから，草取り
をしよう。 
 

・⽔やりは上からかけた⽅が良い
よ。葉っぱにかけないといけな
いから。 

・いや，下にかけるべきだよ。根
っこから⽔を吸収するんだよ。 

・⾍⾷いをなくすために，⾍除け
スプレーをかけないといけない
よ。スプレーよりも⾍⾷いの⽅
が⼤⾖にとって悪いはず。 

１ 夏休み前との⽣育状態を⽐較しやす
いように，教師に頼んだ世話の観点
（畝を⾼くすること／葉を取ること／
間引きをすること）を振り返るととも
に，これまでの⽣育過程のドキュメン
テーションを掲⽰することで，観察の
気付きを促すようにする。 
 
 

３ 事前までの⾒取りから，⼦供が主に
⾍⾷い，⼟，雑草に対して，世話して
いる実態を把握しているため，⼦供が
考えている世話が実⾏できる道具や場
設を整えておく。また，同じ道具を使
っていても，使い⽅や⽬的の違う⼦供
たちに着⽬し，「どちらの⽅法がいい
の？」と聞いたり，「この世話で本当
に元気になるのかな？」と揺さぶりを
かけて問いをもたせたりしながら，⼦
供がどのような根拠をもって世話をし
ているのかを⾒取るようにする。 

４ ３の⼦供の⾒取りから，同じ世話を
しながらも道具の使い⽅が違う⼦供た
ちを取り上げて⽅法を⽐較させる。 

また，⼦供たちが最も興味を⽰して
いる⾍害の対応について話し合ったり
することを通して，⾃分たちだけで判
断することができないことに気付か
せ，解決⽅法の⼀つとして，⽣産者
（⼈）の存在を引き出せるようにす
る。 

どうしたら⼤⾖は（さらに）元気になるのかな。 
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児童の実態から，収穫までの正しい知識や学習の見通しが持てていないことが課題と感じ，①のような手立てを講じた。

大豆は身近な食品として、自分たちの身の回りに存在していることを実感したことで，給食や家庭での買い物，健康食への

こだわりをもつように変容していった。特に「収穫後の加工をどうしたいか」について話し合うと，「きな粉」「味噌」

「ずんだ」「醤油」「納豆」等が挙げられ，大豆そのものに対して興味をもつようになった。また，栄養教諭との連携も大

きく，栽培に合わせて「大豆」を使ったメニューを頻繁に献立に入れてもらったことで，徐々に大豆への関心が高まってい

き，児童の生活の中で，「大豆についての会話」が増え，少しずつ大豆の存在が大きくなっていった。 

また，幼児教育が重要視している学びの環境整備の視点を取り入れた。児童自身が考えた解決方法が実行できるようにス

コップやシャベルなどの環境を整えたことで，大豆への働き掛けが多くなっていき，自分の働き掛けが大豆の生長にどのよ

うに寄与するのか興味を抱くようになっていった。少しずつ児童自身が大豆への活動に主体的に取り組めるようになってく

ると，自然と大豆への働き掛けが増し，大豆の事象との関わり合いも深まっていくことが分かった。 

授業構成も工夫した。活動中の事中の見取りを基に，児童の思考に合わせて，発問を工夫し，柔軟な授業を蓄積していっ

た。しかし，事中の見取りの難しさや生活科としての本質となる目標と離れてしまうこともあった。 

以上のような手立てを講じていると，少しずつ児童の変容が見られるようになっていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図12   畑に溜まった水を除く児童        図13  畑に溜まった水を除く児童       図14   畑に溜まった水を除く児童 

梅雨の時期に差し掛かり，畑に水が溜まるようになった。児童は，これまでの既習経験から「根腐れ」を起こすのではな

いかと考えた。そこで児童は，「どうしたら畑の雨水を抜くことができるだろうか」という問いに向けて探究し，畑に溜ま

った水を取り除くようになった。スコップやシャベル，バケツなど自分の思いや願いが実行できる環境を整えたため，発芽

の際とは違い、体操着を泥だらけにしながら，働き掛けを行う様子へと変容した。働き掛けが増えていくと同時に，「畑に

行きたい」「大豆がかわいそう」「大丈夫かな」など大豆畑に足繁く通う児童も出てくるようになった。すると児童は，大

豆に起こる様々な事象（梅雨／虫／雑草）に対してもどのように解決していけば良いか，友達と協働しながら原因を追究し

ようとするようになり，働き掛ける回数が多くなってきた。「梅雨」という時期に起こった「土」や「水」の事象が児童の

探究意欲を引き出し，その事象を解決できたことによって，児童はどのように解決すれば良いのか実感したと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図15   大豆コーナーの設置        図16  自由帳にまとめた大豆の生長の仕組み    図17   大豆に働き掛ける児童 

（３）収穫に向けてー９月ー 

（有）今野醸造代表取締役の今野昭夫氏に２回来校してもらい，大豆栽培のアドバイスをいただき，収穫

体験に取り組んできた。大豆の収穫も終わりに近づいた９月 29 日（火）には，学級ごとに大豆栽培の総括

を行なった。子どもたちは，３つの視点に対して，今野さんに質問し，解決を求めようとしていた。 
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①「もくせいファームの大豆は順調に育っているのか」②「これまでの栽培方法は良かったのか」③「今後，

収穫した大豆はどのように加工すれば良いのか」についてである。 

順調に育っているかどうか不安な児童に対して，今野さんは「宮城県で一番育っている大豆であると言っ

ても良いです。」と話してくれた。実際に今野さんが栽培し，一番育ちの良い大豆と比較することで，もく

せいファームの大豆が順調に生育している様子を実感することができた。順調な生育の根拠として，「根粒

菌の働き」「風通し」「土（質や畝の高さ）」について解説してくれた。子どもたちは，菌の持つ科学的な

根拠や間引きの効果，全校授業で行なった水分と畝の高さを解決する方法の有用性に気付き，②についても

自分たちのこれまでの栽培経験を生かして事象の解決を図った方法が専門家から認められるとともに２年２

組で実施した「摘芯」についても価値付けしてもらったことで，初めての大豆の栽培にも関わらず，栽培に

自信を深めた様子だった。 

収穫の見通しが持てたことで，大豆の加工についても議論が白熱した。「きな粉」「味噌」「醤油」が人

気を集めていたが，今野さんから，醤油は「小麦が原材料」であることを教えてもらったことで，「きな

粉」と「味噌」へ加工の思いが高まっていった。そこで今野さんは先人の知恵でもある「味噌」の保存性，

「発酵」の神秘性，日本固有の食文化の「伝承」について２年生の発達段階に分かる範囲で説明してくれた

ことで，「仙台味噌」に対する知識が深まり，身近になっていく様子が見られるようになった。 
 

 

 
 
 
 

 

図18 9月29日授業時の振り返り（一部抜粋）          図19  話に聞き入る姿        図20 比較しながら考える姿    

（４）収穫から生まれた問いー１１月ー 

11 月 12 日に収穫を迎えた。しかし，畑に到着した今野さんの表情が全く浮かなかった。「先生，これ

は…。」なんと鞘の中に実がほとんど入っていなかったのだ。「土も良いし，風通しも良いし，根粒菌も

生きている。なぜそうなったのだろうか…。」と今野さんはずっと考え込んでいた。「みんなに大変申し

訳ない…。一緒に学ぼう。」と児童に話した。 

 

   

 

 

 

                                                      

図21 収穫時の大豆の様子  図22 コンバインでの収穫の様子      図23 収穫に満足した子どもの姿   図24 一粒ずつ丁寧に収穫する姿 

 児童は，しっかり根を張った大豆に苦戦しながらも２人〜３人で力を合わせて引き抜き，鞘から取り出す

活動に取り組んだ。児童は，引き抜く際，「みんなで力を合わせて収穫できて楽しい！」と意欲的であった

が，鞘から大豆を取り出す活動に移った際に表情が急変した。「うわ〜幼虫が大豆を食べている。」「ほと

んど大豆が入ってなかったよ。」と至る所から聞こえてくるようになった。各クラスバケツの１〜２割程度

しか大豆が収穫できなかった。                          

 

 

 

 

図25 収穫時の子どもたちのやり取りの様子            図26 収穫時の様子    図27 収穫終了時の畑 

大豆のかおいろがわるくて，とてもしんぱいでした。さやが

くろかったり，虫くいもあったので，しゅうかくできるかわか

らなかったので，今野さんからおはなしをきけてよかったで

す。みんなでしゅうかくがとても楽しみになりました。ありが

とう，今野さん。またきてください。まっています。 

C１：大豆結構，収穫できたんじゃないかな！きっと１０００粒

はあるよ。 

C２：えっ，ちょっと待って。納豆って・・・２００粒って数え

たよね。お〜い。たった５パックだけかよ〜。 
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「なぜ大豆がならなかったのか。」子どもたちは収穫を通して，問いをもった。６月から 11 月まで栽培し

たのにもかかわらず，この量しか収穫できなかったことで，農家さんの苦労や当たり前に食べている一粒一

粒の価値を見い出すようになった。また，今野さんから無農薬栽培にチャレンジしたことを価値付けしてもら

ったことで，虫も食べる美味しい大豆ができたことや安心・安全に栽培できたことを理解することができ

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
               

図28 仙台味噌の歴史                 図29 味噌作りの様子                 図30 味噌作りの様子           図31 味噌加工の過程の様子 
 

（５）学びのプロセスを自覚した児童の変容 

学習評価として，大豆に関わる事象に対して「どのような働き掛けを行い，どのような成果や課題があったのか」絵や文

で丁寧に振り返りを行った。その記述の検証を通して，大豆栽培が進むにつれ，児童に「学びの文脈」が生まれ，主体的に

大豆と関わることで資質・能力が育まれていくことが分かった。同時に生活科の本質でもある「気付きの質の高まり」や

「自立」につながる表現も見られ，児童が変容していく過程が明らかになった。抽出した児童の記述から検証していく。 

８月下旬には，梅雨による長雨や虫害，雑草等の様々な事象にどのように働き掛けていけば良いかについて授業に取り組

んだ。 

 

 

「暑くてかわいそう。」「どんな気持ちだろう。」と大豆を擬人化した表現をし始めたことを境に，児童と大豆との関わり

がより深まるようになった。 

11月下旬には，大豆栽培の集大成となる「収穫」の授業に取り組んだ。 

 

 

収穫の時点では，学年みんなで一つの目標（収穫）を達成することができたことに大きな喜びを感じてい

た。それは，コロナ禍の影響で集会活動や協働した学習が年間を通じて制限されていたことに起因してい

る。しかし，収穫後に「なぜ大豆がならなかったのか。」という問いを学年全体で探究していくと，6月か

ら 11 月まで自分たちの手で働き掛けながら栽培したのにもかかわらず，収量が少なかった事実に,自分たち

でもっとできる働き掛けがなかったのか考えたりするようになった。 

12 月中旬に，収穫した大豆を使って，仙台味噌仕込み体験の授業を設定し，その際に宮城県農業試験場

で出た分析結果と児童の意見を照らし合わせるようにした。児童の考えを表現する機会と同時に，科学的根

拠に基づく分析結果を専門家から聞けたことで，栽培の難しさを理解した。更にもっと自分でできたことが

あったのではないか，次の２年生に伝えたいという伝承の思いを抱いた児童も出てきて，年間を通じた行動

の変容を捉えることができた。 

 

 

（６）幼児期と中学年の学びの連続性をつなぎ，学びの基盤を培う低学年教育の充実に向けたカリキュラム・マネジメントの原理 

２年間を貫くカリキュラム・マネジメントを授業実践と子どもの変容から分析し，研究を深めてきた。大豆を核とす

る単元は，大豆→仙台味噌の指導過程に，生活科の単元構成をしていくためのポイントでもある「人・もの・こと」と

関わる探究的な学びのプロセス（①課題設定②情報の収集③整理・分析④まとめ・表現の探究のプロセス）と暮らしの

質を高めるために学ぶ過程が凝縮されていた。大豆の栽培，収穫，加工，発信，伝承を通して，豊かな体験，価値ある

経験の繰り返しが多くの関わりを生み，より高い目的や価値と知識を結びつけていくことで，幼児期の学びを生かしな

わたしは，水やりを上からするか，下からするかについて学びました。どちらでもいいと思いました。たいせつなのは「大きくなってね」と
おねがいしながら水をあげることだとおもいます。大豆もこたえて「大きくなるよ」といってくれているような気がします。 

わたしは，みんなでしゅうかくできたことがとてもたのしかったし，うれしかったです。450つぶもしゅうかくすることができました。いろ
いろなことがあったけど，大豆がとれました。これからどんなかこうをしていくのかたのしみです。 

わたしは，大豆が少ししかとれなかったことです。わけは，何がげいいんだったのか，何がだめだったのかを考えたからです。今でも考えて
いるから，いつかあきらかにしたいです。 
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がら，未分化だった学びを知識として活用できる基盤を培うことができるようになったことが子どもの学びの事実から

分かった。特に「時間軸」で子どもの姿をつなぐことができることが栽培から加工まで学ぶ一年間の学びを貫く最大の

ねらいでもある。栽培や発酵は，日々繊細な「変化」を見せている。子どもたちの五感を通して，その「変化」を通し

た学びについて時間軸を捉えてつなぐと，大豆や食，自然に対する思考の具体や変化に気付き，より高次な概念的知識

を獲得していくとともに対象に固有な事実的な知識をつなげて，概念的で構造的な知識を高めていくことで，学びへ向

かう意欲を更に高めることができると考えた。自らの住む地域に「生かす」，「比べる」，「行動する」ための社会性の素

地を授業に関わる人々とのつながりから見出し，グローカルな見方・考え方を育む資質・能力を子どもたちが実感でき

るような「低学年教育の在り方」の重要性が見えるようになり，カリキュラム・マネジメントに反映されるようになっ

た。 

                         

III  研究成果の学校における位置付け・意義，応用性，期待          

人間の持っている五感を大切にしながら，身近な自然環境に働きかけ，自然に学び，自然を大切にする心

情を培うとともに，意欲と観察力，表現力などの能力を育むことのできる大豆を核としたカリキュラム・マ

ネジメントを子どもたちとともに実現していくことで，新しい学力観・人格形成を育むことができる。スタ

ートカリキュラムや低学年教育が充実するカリキュラム・マネジメント，そして汎用性のあるプロセスを発

信していくためには実践と検証がまだ少ない。今後も実践と検証の積み重ねを続け，研究を深めていきたい

と考えている。 
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